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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、2つのGATA型ジンクフィンガーを含む転写因子です。コードされるタンパク質は肝細胞核因子1α（HNF-1α）に結合することが知られており、この相互作用は腸管ラクターゼ-フロリジン加水分解酵素プロモーターの協調的活性化に不可欠です。他の生物においても、同様のタンパク質が心臓平滑筋細胞の多様性の確立に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],機能：心臓特異的スロー/心筋トロポニンC転写エンハンサーにおける機能的に重要なCEF-1核タンパク質結合部位に結合します。平滑筋細胞の多様性の基盤となる転写プログラムにおいて重要な役割を果たす可能性があります。,類似性：2つのGATA型ジンクフィンガーを含みます。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌組織における GATA-5 抗体の免疫組織化学分析。
	

	GATA-5 抗体を使用した NIH/3T3 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

